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１ ．   は じ め に１ ．   は じ め に   

   2015年 3月 に 学 校 教 育 法 施 行 規 則 の 一 部 を 改 訂 す る 省 令 及 び 「 学 習 指 導 要 領 」 の 一 部

改 訂 に よ り 「 道 徳 」 は 「 特 別 の 教 科 で あ る 道 徳 」 と 改 め ら れ 、 戦 後 70 年 の 長 き に 渡 っ て

議 論 が 重 ね ら れ て き た 道 徳 教 育 は 一 つ の 画 期 を 迎 え る こ と に な っ た１。本 稿 は 2018年 よ り

完 全 実 施 さ れ る「 特 別 の 教 科 で あ る 道 徳 」の 指 導 法 の 探 求 に 向 け 、「 修 養 」と「 教 養 」の 連

関２の 視 点 か ら 、 従 来 の 注 入 主 義 を 批 判 し 児 童 の 自 己 活 動 や 個 性 尊 重 を 重 視 し た 大 正 自 由

教 育 の 先 駆 的 教 育 実 践 に 着 目 し た い 。  

  道 徳 の 教 科 化 そ の も の は 、 道 徳 教 育 の 在 り 方 の み な ら ず 教 員 養 成 制 度 に も 重 大 な 歴 史 的

課 題 を 投 げ か け て い る 。 徳 は 教 え ら れ る の か と い う 根 源 的 問 い は お く と し て も 、 哲 学 や 倫

理 学 等 の 道 徳 の 学 問 的 基 礎 を 殆 ど 学 ん で い な い 学 生 が 、「 道 徳 指 導 法 」（ 教 職 必 修 科 目 ） の

履 修 の み で 専 門 職 に 相 応 し い 教 育 実 践 が で き る の で あ ろ う か 。 今 後 も 堅 持 さ れ る 「 大 学 に

お け る 教 員 養 成 及 び 開 放 制 の 原 則 」 は 、 無 知 ゆ え に 戦 争 を 煽 っ た 「 亜 イ ン テ リ 」 性３を 克

服 し 、 大 卒 専 門 職 の 小 学 校 教 員 に 相 応 し い 学 識 と 批 判 能 力 を 確 保 し て い る の で あ ろ う か 。

本 稿 は こ れ ら の 問 題 を 近 代 日 本 の 高 等 教 育 の 大 衆 化 過 程 に お け る 「 常 識 」 と 「 科 学 」 を 結

ぶ 教 養 に 連 な る 道 徳 教 育 の 視 点 か ら 考 え て み た い 。  

本 稿 が 着 目 す る の は 、 大 正 期 の 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 修 身 教 育 の 実 践 研 究 が 生 み 出 す

実 践 智 の 問 題 で あ る 。大 正 自 由 教 育４や 当 時 の 修 身 教 育５に 関 し て は 多 く の 先 行 研 究 が あ る

が 、 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 教 育 実 践 に 着 目 し た 研 究 は 、 福 井 県 の 大 正 自 由 主 義 教 育 に 関

す る 森 に よ る 研 究６や 、修 身 を 含 む 社 会 系 教 科 授 業 改 革 に 関 す る 永 田 に よ る 研 究７、明 石 女

子 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 教 育 実 践 に 関 す る 土 野 に よ る 研 究８等 に 限 ら れ 、 そ の 中 心 対 象

は 1920年 代 以 降 で あ る 。本 稿 は そ れ 以 前 の 1910年 代 の 実 践 に 焦 点 を 絞 り 、大 正 自 由 教 育

の よ り 原 初 的 な 実 践 智 と し て 、1917年（ 大 正 ６ ）年 5月 の『 帝 国 教 育 』の 臨 時 増 刊『 小 学

教 育 の 最 新 研 究 』 に 掲 載 さ れ た 各 地 の 師 範 学 校 附 属 小 学 校 の 修 身 科 に 関 す る 実 践 研 究 の 成

果 を 検 討 し 、 道 徳 指 導 に お け る 実 践 智 の 生 成 と そ の 課 題 に つ い て 分 析 し た い 。  

２ ．   『 帝 国 教 育 』 臨 時 増 刊 『 小 学 教 育 の 最 新 研 究 』（２ ．   『 帝 国 教 育 』 臨 時 増 刊 『 小 学 教 育 の 最 新 研 究 』（ 19171917年年 55月 ）月 ）   

   師 範 学 校 附 属 小 学 校 の 嚆 矢 は 、学 制 発 布 の 翌 年 の 1873（ 明 治 6
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）年 の 東 京 師 範 学 校 で の

小 学 校 創 設 に あ り 、 師 範 学 校 の 授 業 の 練 習 学 校 及 び 地 域 の 小 学 校 の 模 範 学 校 と し て 設 置 さ



れ た 。 1891（ 明 治 24） 年 に は 「 尋 常 師 範 学 校 附 属 小 学 校 規 定 」 に よ り 設 置 目 的 が 明 確 化

さ れ 、 そ れ ま で の 使 命 に 加 え て 普 通 教 育 の 方 法 を 研 究 す る 実 験 学 校 と し て の 使 命 が 追 加 さ

れ た 。 1907（ 明 治 40） 年 に 制 定 さ れ た 「 師 範 学 校 規 定 」 に よ っ て 、 師 範 学 校 に は 附 属 小

学 校 を 設 置 す る こ と が 義 務 付 け ら れ た９。  

  世 界 的 な 新 教 育 運 動 を 背 景 に 展 開 さ れ た 日 本 の 大 正 自 由 教 育 の 中 心 人 物 の 一 人 と し て 知

ら れ る 沢 柳 政 太 郎（ 1865-1927）は 1916（ 大 正 5）年 に 帝 国 教 育 会 会 長 に 就 任 し１ ０、そ の

翌 年 に 『 帝 国 教 育 』 臨 時 増 刊 号 と し て 発 効 さ れ た の が 『 小 学 教 育 の 最 新 研 究 』 で あ る 。 沢

柳 は 1911年 以 後 、 修 身 教 育 に 対 す る 積 極 的 批 判 を 展 開 し 、 特 に 1914（ 大 正 3） 年 の 「 修

身 教 育 の 開 始 は 尋 常 小 学 校 第 ４ 学 年 か ら に 遅 ら せ る べ き 」と の 提 案 は 、雑 誌 特 集１ １等 で 広

く 議 論 さ れ て い た 。 そ う し た 議 論 の 興 隆 を 背 景 に 小 学 校 教 師 は ど の よ う な 道 徳 教 育 を 探 求

し て い た の か を 記 し た の が 『 小 学 教 育 の 最 新 研 究 』 で あ る 。 沢 柳 は そ の 発 刊 意 図 を 次 の よ

う に 述 べ て い る 。「 外 国 に 於 け る 教 育 の 研 究 や 運 動 や 施 設 や は 時 を 移 さ ず 学 者 に 依 っ て 我 国

に 紹 介 せ ら れ 、 我 実 際 教 育 家 も 亦 断 へ ず 之 を 知 ら ん と 努 め て 居 る が 、 若 し 本 邦 の 教 育 に 関

す る 最 近 の 研 究 や 調 査 が あ り と せ ば 、 之 を 知 る こ と は 外 国 の そ れ を 知 る こ と よ り も 一 層 緊

要 で 且 つ 適 切 で あ る で あ ら う 。 … 外 国 に 於 け る 研 究 も と よ り 軽 ん ず べ き で は な い か 、 若 し

学 理 上 、 実 際 上 相 当 価 値 あ る 研 究 が 邦 人 に よ っ て 、 成 さ れ た と し た な ら ば 、 之 を 重 ん じ 筍

も 看 過 す る こ と の な い よ う に あ り た い 。」１ ２ 

国 内 の 教 育 実 践 研 究 の 成 果 を 共 有 す る た め に 、 全 国 の 師 範 学 校 附 属 小 学 校 に そ の 最 も 代

表 的 な 最 新 の 研 究 調 査 の 報 告 を 依 頼 し た と こ ろ 、 多 く の 研 究 報 告 が 集 ま り 、 そ の 内 訳 は 国

語 科 が 最 も 多 種 多 様 を 占 め 、次 い で 一 般 事 項 、修 身 科 、と い う 順 で あ っ た と い う１ ３。  同

書 に 掲 載 さ れ た 研 究 報 告 は 以 下 の と お り で あ る 。第 一 篇：一 般 事 項 に 関 す る 研 究（ 11編 ）、

第 二 篇 ： 修 身 科 に 関 す る 研 究（ ９ 編 ）、第 三 篇 ： 国 語 科 に 関 す る 研 究（ 19編 ）、第 四 篇 ： 算

術 科 に 関 す る 研 究（ ９ 編 ）、第 五 篇 ： 地 理 科 及 歴 史 科 に 関 す る 研 究（ 10編 ）、第 六 篇 ：理 科

に 関 す る 研 究 （ ５ 編 ）、 第 七 篇 ： 体 操 科 及 唱 歌 科 に 関 す る 研 究 （ ６ 編 ）、 第 八 篇 ： 手 工 科 及

図 画 科 に 関 す る 研 究 （ ５ 編 ）、 第 ９ 篇 ： 家 事 及 裁 縫 科 に 関 す る 研 究 （ ７ 編 ）、 で あ る 。 こ れ

ら 81 編 の 論 稿 は 長 短 多 彩 で あ り 、 一 つ の 科 目 に 同 じ 附 属 小 学 校 の 複 数 の 研 究 が 掲 載 さ れ

て い る 場 合 も あ る が 、 こ れ ら を 附 属 小 学 校 ご と に 掲 載 頻 度 を 分 析 す る と 、 三 重 県 師 範 学 校

附 属 小 学 校 が 10編 、 香 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 が 8編 、 大 阪 府 女 子 師 範 学 校 附 属 小 学 校

と 静 岡 県 女 子 師 範 学 校 附 属 小 学 校 が ７ 篇 、 と な り 、 主 に 地 方 の 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 実

践 研 究 が 紹 介 さ れ て い る１ ４。  

３ ．   修 身 科 に 関 す る 研 究３ ．   修 身 科 に 関 す る 研 究   

以 下 、『 帝 国 教 育 』 臨 時 増 刊 『 小 学 教 育 の 最 新 号 』 に 掲 載 さ れ た 修 身 科 に 関 す る ９ 編 の

論 稿 の う ち 、 今 日 の 道 徳 指 導 法 が 特 に 課 題 と し て い る 修 身 教 育 の 課 題 と 指 導 法 と 評 価 に 関

す る 四 つ の 論 稿 を 取 り 上 げ 、 各 附 属 小 学 校 で の 実 践 研 究 報 告 を 分 析 し て い き た い 。  

１ ）   石 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 書 活 用 上 の 注 意 」１ ）   石 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 書 活 用 上 の 注 意 」   

  石 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 は1874
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（ 明 治 ７ ）年 に 石 川 県 集 成 学 校 附 属 小 学 校 と し て 創 立



さ れ た 。 翌 年 に は 石 川 県 師 範 学 校 附 属 学 小 学 校 が 発 足 し 、 1905（ 明 治 38） 年 に は 初 等 教

育 研 究 会 が 開 始 さ れ て い る１ ５。同 論 稿 は 、目 的 論 、教 材 論 、児 童 論 、方 法 論 の ４ 章 か ら 構

成 さ れ 、 2段 組 36頁 に 渡 る 修 身 科 の 論 稿 の 中 で も 最 長 の 論 稿 で あ る 。  

第 一 章 目 的 論 で は 、 冒 頭 第 一 節 修 身 教 科 書 の 本 旨 で 国 定 教 科 書 と し て の 修 身 教 科 書 と 国

家 に よ る 道 徳 の 要 求 、 修 身 書 活 用 の 目 的 を 文 科 省 施 行 規 則 第 二 条 「 修 身 は 教 育 に 関 す る 勅

語 の 旨 趣 に 基 き て 児 童 の 徳 性 を 涵 養 し 道 徳 の 実 践 を 指 導 す る を 以 て 要 旨 と す 」 を 確 認 し 、

終 局 目 的 で あ る「 よ き 子 」「 よ き 日 本 人 」に 仕 上 げ る 教 授 が「 如 何 に し て 児 童 の 徳 性 を 涵 養

し 得 る か 如 何 に し て 児 童 の 道 徳 的 興 味 を 振 起 し 得 る か 又 如 何 に し て 実 践 の 指 導 を な す か は

本 科 教 授 の 目 的 た る 児 童 の 徳 性 涵 養 と 実 践 指 導 に 対 す る 根 源 の 問 題 で あ る 」と い う１ ６（ 下

線 筆 者 ）。第 一 項 特 性 涵 養 の 心 理 的 見 解 で は 、徳 性 を 道 徳 的 習 慣 と 解 し 、そ の 本 質 を 意 志 と

捉 え た 。 意 志 の 目 標 を 示 す 道 徳 的 主 義 と 意 志 発 動 の 方 便 に 関 す る 知 識 が 盲 動 を 避 け る た め

に 必 要 で あ る 一 方 、 意 志 の 動 機 や 熱 と な っ て 意 志 の 実 行 を 支 配 す る の は 感 情 で あ る と し 、

知 情 意 の 具 備 （ 道 徳 的 知 識 の 拡 張 と 道 徳 的 感 情 の 陶 冶 、 道 徳 的 意 志 の 陶 冶 ） の 必 要 を 論 じ

た 。「 … 本 科 教 授 に 依 っ て 児 童 の 徳 性 を 涵 養 せ ん に は 教 材 に 依 っ て 正 邪 善 悪 に 対 す る 明 確 な

る 道 徳 的 思 想 を 与 え て 理 想 の 或 る 者 を 知 ら し め 同 時 に 道 徳 的 感 情 を 養 い 且 又 強 く 喚 起 し て

印 象 を 確 実 に し て 知 識 に 生 命 を 与 え 以 て 既 往 の 言 行 に 対 す る 満 足 又 は 叱 責 を 感 ぜ し め 積 極

的 に 善 良 な る 行 為 を 実 行 し 道 徳 的 理 想 を 実 行 し 更 に 新 境 涯 に 入 ら ん と 終 生 一 貫 せ る 意 志 が

屡 反 復 さ れ て 不 知 不 識 良 習 慣 を 得 る に 至 れ ば や が て 徳 性 を 涵 養 す る こ と が 出 来 る 」１ ７と い

う 。 第 二 項 実 践 指 導 で は 、 ① 徳 性 涵 養 は 普 遍 的 で あ る が 実 践 指 導 は 特 殊 的 で あ る こ と 、 ②

積 極 的 （ 進 取 的 勧 善 的 ） 指 導 と 消 極 的 （ 禁 止 的 懲 悪 的 ） 指 導 に 言 及 し 、 小 言 や 大 勢 の 前 で

槍 玉 に 上 げ る よ り も 積 極 的 指 導 を よ り 多 く 行 い 生 徒 の 名 誉 心 に 訴 え る の が 肝 要 と い う 。「 故

に よ ろ し く 最 善 最 大 の 活 動 主 義 に よ っ て 実 践 の 指 導 を な し 自 発 的 に 習 慣 を 形 成 せ し め る よ

う に 誘 導 し 勧 奨 し な け れ ば な ら ぬ 。」１ ８（ 下 線 筆 者 ） と い う 。  

  第 二 章 教 材 論 で は 、 修 身 科 教 材 の 源 泉 と し て の 教 育 勅 語 と そ れ が 示 す 道 徳 と 修 身 書 の 徳

目 の 合 致 を 確 認 し 、 道 徳 教 育 の 中 核 と さ れ る 教 育 勅 語 の 徳 目 を 分 解 し て 教 授 し つ つ 忠 孝 尊

祖 敬 神 と い う 国 民 性 発 揚 の 覚 悟 が 必 要 と い う 。 徳 目 の 配 列 に つ い て は 児 童 の 発 達 段 階 に 適

し た 徳 目 教 授 と 心 理 的 配 列 と い わ れ る 段 階 教 案 の 折 衷 に 基 づ き 、 模 倣 心 ・ 盲 従 性 の 利 用 と

自 奮 心 の 喚 起 、 感 情 の 陶 冶 が 重 要 で あ る と い う 。 教 科 書 は 論 理 的 心 理 的 に 教 材 を 配 列 し て

い る が 、 日 常 の 偶 発 事 項 こ そ が 常 態 で あ る 児 童 の 日 常 に あ っ て は そ れ を 生 き た 教 材 と し て

活 用 し 、 教 材 を 生 活 状 態 に 対 応 さ せ 地 方 化 し な け れ ば な ら な い と い う 。 修 身 科 で 教 え る 事

項 に つ い て は 児 童 の 理 解 に 加 え 自 ら 進 ん で 実 行 し よ う と い う 気 持 ち を 起 こ さ せ 、 各 地 域 の

状 況 や 児 童 の 日 常 経 験 の 引 用 、 人 物 の 事 績 と 児 童 の 境 遇 と の 比 較 に よ っ て 教 材 の 理 解 を 促

す こ と が 肝 要 で あ り 、 道 徳 的 事 実 を 帰 納 総 括 し た 道 徳 原 理 で あ る 格 言 は 、 意 味 を 十 分 に 理

解 さ せ 無 意 味 な 器 械 的 暗 誦 は 避 け ね ば な ら な い と い う１ ９。各 種 教 材 の 真 髄 と そ の 着 眼 点 に

つ い て は 、教 育 勅 語 と 歴 代 天 皇 の 盛 徳 、例 話（ 童 話 及 寓 話 、仮 設 的 物 語 、実 話 ）、訓 示 、格

言 、 作 法 、 偶 発 事 項 に 関 す る 留 意 点 が 述 べ ら れ て い る２ ０。
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  第 三 章 児 童 論 で は 、 有 効 な 修 身 科 教 授 に 向 け 、 児 童 の 心 意 発 達 を 知 り 、 道 徳 的 知 見 の 拡

張 や 判 断 の 養 成 、 方 法 的 知 の 範 囲 程 度 を 定 め る 必 要 が あ る と し 、 経 験 的 事 項 と し て ① 受 納

時 期（ １ ～ ３ 歳 。外 部 刺 激 を 受 け 入 れ の み ）、② 再 生 時 期（ ３ ～ ６ 歳 。外 部 刺 激 に 応 じ た 精

神 活 動 を 開 始 し 想 像 作 用 が 発 達 ）、③ 想 像 及 盲 従 時 期（ ６ ～ ８ 歳 。我 儘 で 自 己 中 心 的 。模 倣

性 を 利 用 し た 指 導 が 肝 要 ）、④ 記 憶 時 期（ 8～ 10歳 。想 像 作 用 や 模 倣 性 、盲 従 的 服 従 の 継 続

と 共 に 精 神 作 用 が 発 達 。 主 観 的 想 像 よ り 客 観 的 観 念 が 確 実 化 し 時 間 空 間 観 念 が 形 成 さ れ 、

器 械 的 暗 記 に 長 じ る よ う に な る 。 正 確 な 教 授 が 必 要 ）、 ⑤ 理 会 時 期 （ 10～ 12歳 。 さ ら な る

進 歩 と 複 雑 化 を 遂 げ る 精 神 作 用 に よ っ て 物 事 を よ く 理 会 す る よ う に な る 。 模 倣 も 盲 従 で は

な く 自 覚 的 に な り 、 外 部 の 制 止 や 鼓 舞 に 対 し て も 原 因 結 果 を 知 ろ う と す る よ う に な る 。 行

為 が 初 め て 意 識 的 に な り 道 徳 上 の 価 値 を 行 為 に 附 し 得 る よ う に な る ）、 ⑥ 反 省 時 期 （ 12～

14歳 。精 神 作 用 が 完 成 し 抽 象 概 括 作 用 も 盛 ん に な り 、記 憶 も 合 理 的 に な る 。自 ら の 行 為 に

責 任 を 感 じ 反 省 作 用 も 発 達 ）と 各 年 齢 段 階 の 特 徴 を 記 し て い る 。「 約 言 す る と 感 覚 的 か ら 次

第 に 合 理 的 に 模 倣 か ら 次 第 に 自 覚 的 自 発 的 に 具 体 的 か ら 次 第 に 抽 象 的 に 盲 従 的 か ら 次 第 に

反 省 に 自 己 的 か ら 次 第 に 公 共 的 に 進 む も の で あ る 。」２ １ 

第 四 章 方 法 論 で は 「 教 授 の 中 心 た る 教 師 」 の い か な る 態 度 と 用 意 の 許 に 教 科 書 活 用 と 各

種 教 材 の 取 扱 を す べ き か を 述 べ て い る 。 仮 設 的 例 話 に つ い て は 教 材 の 分 解 と 補 足 を し た 上

で 教 師 は 儀 範 た る 態 度 、 賞 賛 的 態 度 を と る こ と が 重 要 で あ る と し 、 実 話 の 主 眼 が 道 徳 に あ

る こ と 、 尊 敬 的 態 度 の 重 要 性 と 敬 称 の 用 い 方 、 当 該 人 物 を 適 切 に 表 す 用 語 の 使 用 、 望 遠 鏡

的 説 き 方 で な く 人 物 行 為 の 動 機 と 心 術 を わ か り や す く 説 明 す る こ と に 加 え 、 反 面 道 徳 が 生

じ な い よ う 留 意 し 、 道 徳 の 帰 一 点 （ ＝ 教 育 勅 語 ） の 顧 慮 と 共 に 、 種 々 の 教 材 の 取 り 扱 い に

関 し て も 子 ど も の 経 験 界 を 基 礎 と し て 出 発 す る よ う に と 述 べ て い る 。 訓 示 や 格 言 に つ い て

は 、「 も と も と 個 々 の 事 実 数 多 の 道 徳 的 現 象 を 帰 納 し 概 括 し 得 た る 道 徳 上 の 規 定 又 は 法 則 と

も 見 ら れ る べ き も の で あ る か ら こ れ を 演 繹 す る と 日 常 個 々 の 場 合 に 運 用 す る こ と が 出 来

る 」 と し 、 附 帯 的 訓 示 と 実 行 の 橋 渡 し と 共 に 、 生 き た 教 材 と し て の 偶 発 事 項 に 対 す る 訓 示

に お け る 冷 静 な 頭 脳 と 公 平 な 態 度 の 必 要 性 が 説 か れ て い る 。 格 言 提 示 と 既 習 格 言 の 活 用 に

加 え 、 作 法 演 習 は 特 設 時 間 で の 演 習 と 共 に 学 校 生 活 全 般 で な さ れ る べ き と さ れ た 。 児 童 用

書 に つ い て は 反 復 誦 読 か ら 実 践 躬 行 さ せ る 重 要 性 を 説 い て い る２ ２。  

以 上 、 石 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 に よ る 「 修 身 書 活 用 上 の 注 意 」 を 要 約 し た 。 こ こ で は

修 身 教 育 の 目 的 と 内 容 は 最 終 的 に は 教 育 勅 語 に 収 斂 し て い く も の の 、 そ の 指 導 方 法 と し て

は 児 童 の 発 達 段 階 を 配 慮 し た 興 味 関 心 の 喚 起 と 自 発 的 習 慣 作 り 、 活 動 主 義 が 意 識 さ れ て い

る 。 当 時 、 未 だ 教 育 諸 科 学 が 未 発 展 な 時 代 に あ っ て 、 教 師 自 身 が 旧 来 の 注 入 主 義 的 な 要 素

を 残 し つ つ 、 漸 進 的 経 験 智 に 基 づ き な が ら 教 育 実 践 を 行 っ て い た こ と が わ か る 。  

２ ）   福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 教 授 の 徹 底 せ ざ る 原 因 及 其 救 済 法 」２ ）   福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 教 授 の 徹 底 せ ざ る 原 因 及 其 救 済 法 」   

   福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 は 1885（ 明 治 18） 年 福 井 県 立 福 井 小 学 師 範 学 校 附 属 小 学 校

が 開 講 し 、 1889年 に 福 井 県 尋 常 師 範 学 校 附 属 小 学 校 、 1898（ 明 治 31
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） 年 に 福 井 県 師 範 学

校 附 属 小 学 校 に 改 称 さ れ て い る 。 福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 に は 明 治 末 期 か ら 大 正 初 め に



か け て 、 大 正 自 由 主 義 教 育 の 著 名 な 理 論 家 や 教 員 が 在 職 し て い た こ と が 知 ら れ て い る２ ３。

同 論 稿 は 上 記 の 石 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 の 論 稿 と は 対 照 的 な 簡 潔 明 晰 な 2段 組 み 16頁

の 論 稿 で あ る 。  

緒 言 に 続 き 、 第 一 章 修 身 教 授 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 、 第 二 章 訓 練 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 、 第

三 章 教 師 修 養 上 の 欠 陥 及 び 其 救 済 法 、 第 四 章 学 校 家 庭 連 絡 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 、 第 五 章 教

師 交
マ マ

迭 の 頻 繁 及 其 救 済 法 、 第 六 章 家 庭 教 養 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 、 第 七 章 社 会 及 自 然 の 悪 影

響 及 其 救 済 法 、 第 八 章 倫 理 教 育 思 潮 の 動 揺 及 其 救 済 法 、 第 九 章 教 育 者 の 社 会 的 地 位 の 低 下

及 其 救 済 法 よ り 構 成 さ れ る が 、 全 16 頁 の う ち 第 一 章 が ９ 頁 、 第 二 章 が ４ 頁 を 占 め 、 全 体

的 な バ ラ ン ス を 欠 い て い る も の の 、 修 身 教 育 の 課 題 を 明 快 に 分 析 し て い る 。  

  第 一 章 修 身 教 授 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 で は 、 施 行 規 則 第 二 条 か ら 修 身 教 授 の 要 旨 が 児 童 の

徳 性 涵 養 と 道 徳 実 践 の 指 導 に あ る こ と を 確 認 し て い る 。 徳 性 涵 養 に つ い て は 勅 語 に 基 づ く

道 徳 的 国 民 的 理 想 の 護 持 と 道 徳 的 判 断 道 徳 的 情 熱 の 涵 養 と 意 志 の 刺 激 に よ る 活 力 増 大 、 道

徳 実 践 の 指 導 に つ い て は 児 童 の 境 遇 に 適 応 し た 実 行 の 手 段 方 法 の 察 知 と 実 行 奨 励 に よ る 強

固 な 意 志 の 陶 冶 の 重 要 性 を 述 べ 、 基 礎 教 育 を 担 う 小 学 校 修 身 科 で は 道 徳 的 情 操 の 涌 養 と 意

志 の 陶 冶 が 重 要 で あ る と い う 。 国 民 教 育 の 基 礎 を な す 小 学 校 教 育 の 全 作 用 が 道 徳 教 育 に 向

か っ て な さ れ ね ば な ら ず 、 全 責 任 を 負 っ て そ の 根 本 を 打 ち 建 て る の が 修 身 教 授 で あ る と い

う 。 修 身 教 授 の 主 眼 を 情 意 陶 冶 に お く 同 稿 は 、 従 来 の 知 的 陶 冶 や 知 意 的 陶 冶 の 偏 重 が 修 身

教 授 の 不 徹 底 の 一 因 で あ る と し 、 知 的 訓 練 と 身 体 的 情 意 訓 練 を 分 離 せ ず 、 修 身 教 授 は 訓 練

と 共 に あ る べ き と い う２ ４。  

教 師 に つ い て は ① 人 格 修 養 （ 教 師 の 人 格 が 欠 け 修 身 教 授 の 効 果 は 薄 く な っ て い る こ と が

修 身 教 授 の 徹 底 し て い な い 原 因 の 一 つ 。 教 師 は 「 常 に 内 省 を 主 と し 進 で 日 新 の 修 養 に 努 め

或 い は 読 書 、 社 交 、 大 自 然 美 の 感 嘆 或 は 宗 教 等 に 依 て 円 満 に し て 確 固 た る 徳 性 を 涵 養 し 道

徳 を 体 得 し 益 人 格 の 向 上 発 展 を 計 ら ね ば な ら ぬ 」）、② 実 感 の 披 瀝（「 修 身 教 授 は 教 師 の 所 信

実 感 を 告 白 し て 児 童 に 感 得 し む る 様 に 力 め な け れ ば な ら な い 。 若 し 実 感 の 披 瀝 が 出 来 な い

な ら ば い か に 例 話 を 誇 張 し い か に 辞 を 巧 に し て 教 授 す る と も 豪 も 其 実 績 が 挙 が ら な い で あ

ら う 」、 ③ 一 徳 的 態 度 に 出 る こ と （「 修 身 教 授 は や や も す れ ば 命 令 的 訓 戒 的 に ば か り 偏 し 易

く 、 隨 て 児 童 は 常 に 徒 に 重 大 な る 仕 事 を 負 わ さ れ た る が 如 き 感 を 起 し て 修 身 教 授 を 喜 ば ざ

る 様 に な る 。 … 教 師 は 其 徳 に 対 し て は 常 に 児 童 と 共 に 修 養 を 進 め ん と つ と め る の 意 旨 を 知

ら し む る 態 度 に 出 る こ と が 必 要 で あ る 。 唯 児 童 に ば か り 命 令 的 訓 戒 的 に 望 む の で は な く 教

師 も 共 に 其 徳 を 一 に せ ん と す と の 所 信 を 有 す る こ と を 悟 ら し め ね ば な ら ぬ 。 古 聖 賢 高 徳 が

身 を 以 て 衆 を 率 い た 妙 は 此 一 徳 的 態 度 に 出 た も の で あ る 。」（ 下 線 筆 者 ）、④ 根 気 強 く あ る べ

き こ と 、 ⑤ 模 範 と 指 導 と を 適 切 に 行 う べ き こ と を 論 じ て い る２ ５。  
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児 童 に つ い て は 、 年 齢 段 階 ご と の 配 慮 と し て 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。 衝 動 的 で あ る も

の の 求 知 心 が 強 く 話 談 を 好 む 低 学 年 に は 、 例 話 を 特 に 趣 味 あ る 様 に 取 り 扱 い 知 ら ず 識 ら ず

の 中 に 徳 性 を 涵 養 す る よ う に つ と め 、 学 校 生 活 の 開 始 で 生 活 上 の 大 き な 変 化 を 経 験 し て い

る 児 童 を 直 に 共 同 的 平 等 的 に 扱 う の で は な く 家 庭 の 父 母 に 代 わ る 慈 父 的 態 度 を も っ て 丁 寧



教 訓 す べ き こ と 。 思 慮 の 加 わ っ た 意 志 作 用 に 行 為 が 支 配 さ れ る よ う に な る も の の 自 律 的 で

は な く 善 悪 の 判 断 を 誤 る 行 為 を 敢 え て 行 う 中 学 年 に つ い て は 、 道 徳 的 判 断 と 情 熱 を 養 い 、

実 行 を 誤 ら な い よ う 指 導 す る こ と が 肝 要 で あ り 、 学 級 の た め 等 共 同 感 情 の 良 い 萌 芽 を 大 切

に 育 て 、そ の 活 動 性 を 利 用 し た 指 導 を 行 う 重 要 性 を 説 い て い る 。「 此 の 時 期 は 又 活 動 性 が 非

常 に 盛 に な っ て く る 。 故 に こ の 活 動 を 沮 害 し た り 意 味 な き 圧 迫 を 加 え た り す る は よ ろ し く

な い 。 須 ら く 修 身 教 授 に 於 て も 此 の 活 動 性 を 善 用 し て 軽 挙 盲 動 せ ざ る よ う 自 信 自 重 の 念 を

養 成 し 且 実 行 方 面 の 勧 奨 に 注 意 す る こ と が 肝 要 で あ る 。」２ ６知 的 に 偏 し 易 い 高 学 年 の 修 身

教 授 に つ い て は 、 小 学 校 教 育 修 了 が 近 い こ と を 鑑 み 、 深 く 情 操 陶 冶 に 努 め る こ と と 児 童 自

身 が 修 養 に 工 夫 す る こ と が 肝 要 と い う 。「 高 学 年 に 於 て は 児 童 自 身 に 其 の 修 養 を せ し む る と

い う こ と は 最 も 必 要 で あ る 。 然 る に 此 の 方 面 に 於 て の 取 扱 は 一 般 に ま だ 十 分 で な い 様 に 思

わ れ る 。 故 に 其 方 法 と し て は 教 授 中 内 省 を さ せ る こ と 、 家 庭 に て 日 常 自 省 せ し む る こ と 、

又 好 ん で 大 自 然 の 美 に 接 触 せ し む る こ と 、 修 養 上 の 書 物 を 愛 読 せ し む る こ と 等 の 如 き 指 導

が 必 要 で あ ろ う と 思 う 。」２ ７ 

教 材 及 其 取 扱 法 で は 、 例 話 の 内 容 の 分 解 補 足 、 模 範 的 態 度 、 賞 賛 的 態 度 、 作 法 と 密 な 連

絡 の 必 要 性 が 説 か れ 、 実 話 の 人 物 に 関 し て は 主 目 的 の 確 立 と 共 に 人 物 行 為 の 心 情 を 味 合 わ

わ せ て 事 実 を 児 童 の 身 近 な も の に 接 近 さ せ 理 解 を 促 す 必 要 が あ る と し て い る が 、 皇 室 に つ

い て は 敬 称 や 用 語 を 一 言 半 句 た り と も 苟 に せ ず 、 児 童 の 境 遇 と 引 き 比 べ て 説 明 す る 場 合 も

尊 厳 を 傷 け る こ と が あ っ て は な ら な い と い う２ ８。 訓 示 に つ い て は 、 抽 象 的 な も の を 避 け 、

付 帯 的 訓 示 の 挿 入 時 機 と 特 に 高 学 年 向 け 留 意 点 を 述 べ て い る 。「 高 学 年 に な る と 訓 示 材 料 の

み を 以 て 充 た さ れ て い る こ と に な る が 大 に 注 意 せ
マ マ

な い と 独 演 式 に 流 れ 児 童 は 受 身 に な っ て

し ま う 様 に な る 。 さ れ ば 此 の 比 較 的 無 意 味 乾 燥 な 問 題 を 活 か す に は 児 童 に 相 当 の 問 答 し て

児 童 の 有 す る 道 徳 的 智 識 と 結 合 せ し め 大 に 感 動 を 惹 起 し 以 て 其 情 操 を 養 成 せ ね ば な ら ぬ 。」

（ 下 線 筆 者 ）格 言 の 機 会 を と ら え た 利 用 と 作 法 教 授 の 反 復 練 習 に よ る 精 神 の 習 慣 化 と 共 に 、

修 身 教 授 上 極 め て 重 要 な 偶 発 児 童 に つ い て は 、 一 方 に 偏 し な い よ う 配 慮 し 、 児 童 に 身 近 で

感 興 を 惹 起 さ せ や す い 適 切 な 地 方 的 材 料 を 選 ぶ 必 要 が あ る と い う 。 一 般 教 授 上 心 得 る べ き

こ と と し て 、 情 操 陶 冶 の 重 視 、 具 体 的 事 例 に よ る 個 人 的 教 訓 等 個 人 的 取 扱 を す る こ と 、 高

度 な 理 想 を 全 て の 児 童 に 望 む の は 児 童 の 苦 痛 と な る の で 児 童 の 心 理 的 生 理 的 状 態 に 適 応 し

た こ と を 望 む こ と と し 、以 下 の よ う に 述 べ て い る 。「 児 童 の 判 断 で 善 と 認 め 之 を 好 愛 す る 道

徳 的 情 操 よ り 惹 起 せ ら れ た 行 は 其 程 度 の 児 童 に あ り て は 最 善 の も の で あ る か ら 其 結 果 に お

い て 目 立 た な く と も 大 に こ れ を 賞 せ な け れ ば な ら な い 、 否 寧 ろ 悪 し き 結 果 で あ る と も 其 結

果 に 於 て 戒 む る も 其 情 操 の 方 面 は 適 宜 に 賞 賛 せ な け れ ば な ら ぬ 。」（ 下 線 筆 者 ）２ ９修 身 教 授

で 扱 わ れ る 毎 時 間 の 徳 目 に 連 絡 統 一 が な い と 心 情 に 融 合 せ ず 真 の 円 満 な 判 断 や 情 操 は 得 ら

れ な い の で 教 育 勅 語 に よ る 統 一 と い う 形 式 と 共 に 、 内 的 に 適 切 に 徳 目 を 統 一 し 融 合 し た 心

情 と し な け れ ば な ら な い と い う 。「 小 学 校 の 修 身 教 育 は 教 育 勅 語 の 御 趣 旨 を 児 童 に 十 分 徹 底

せ し め る 仕 事 に 外 な ら な い 」 と し 、 各 学 年 に 応 じ た 段 階 的 な 教 育 勅 語 の 指 導 法 （ 大 意 の 理

解 か ら 段 階 的 な 謹 写 、 暗 写 ） が 論 じ ら れ て い る３ ０。
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   第 二 章 訓 練 上 の 欠 陥 及 び 其 救 済 法 に つ い て は 訓 練 事 項 孤 立 的 取 扱 い の 弊 、 教 師 側 の 不 一

致 の 克 服 を 論 じ 、 感 情 陶 冶 の 欠 陥 は 理 屈 や 小 言 よ り も 「 教 師 は 児 童 の た め に 泣 き 児 童 の た

め に 喜 び の 態 度 に 出 て 、 或 は 児 童 に 悪 行 為 あ る は 、 他 方 に 美 点 を 有 す る 其 児 童 の た め に 惜

し む の 態 度 に 出 で 以 っ て 児 童 の 感 情 に 強 い 刺 激 を 与 え る 様 に し た な ら ば 、 必 ず や 自 重 し 自

奮 努 力 の 念 を 起 し 、更 に こ れ を 行 為 上 に あ ら は す に 至 る 」と い う３ １。意 志 教 育 に お け る 習

慣 養 成 法 へ の 注 力 、 方 法 上 の 計 画 を 十 分 に な す こ と 、 児 童 の 精 神 と 身 体 に 関 す る 研 究 、 訓

練 的 事 項 を 看 過 せ ず 自 治 的 精 神 の 養 成 に 努 め る 必 要 を 説 い て る 。「 幼 学 年 に 於 い て は 勿 論 何

事 も 命 令 に 服 従 し て 行 為 せ し め ね ば な ら ぬ が 、 中 学 年 高 学 年 に 進 む に 従 っ て 自 治 的 に 導 か

ね ば な ら ぬ 。 そ の 方 法 と し て は 児 童 が 主 催 と な り 、 教 師 が 顧 問 と な っ て 学 級 会 を 開 く と 云

う よ う な 事 も 一 法 で あ ろ う と 思 う 。 斯 の 精 神 を 更 に 拡 め て 、 最 高 学 年 に 於 い て は 学 級 会 な

ど に 於 い て 学 校 全 体 に 関 す る こ と や 、 自 己 の 修 養 の こ と に 就 い て も 、 そ の 意 見 を 披 瀝 さ せ

る 様 に し た ら よ か ろ う と 思 う 。 こ こ に 言 う 学 級 会 な る も の は 、 現 今 亜 米 利 加 合 衆 国 の 学 校

に 行 わ れ て い る 学 校 都 市 制 的 の も の で は 必 し も な い 。 我 国 体 に 適 し た る 団 体 自 治 、 及 道 徳

修 養 会 の よ う な も の を 云 う の で あ る 。」（ 下 線 筆 者 ）３ ２加 え て 学 校 家 庭 連 絡（ 家 庭 訪 問 や 懇

談 会 、 教 師 の 教 育 主 義 を 説 明 し 家 庭 の 啓 発 に 努 め る ） に 留 意 す る こ と も 説 い て い る３ ３。  

  第 三 章 教 育 修 養 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 で は 、 教 師 の 身 体 的 修 養 に よ る 健 康 に 加 え 、 容 儀 を

整 え 、精 神 方 面 の 修 養 に 努 め な け れ ば な ら な い と い う 。「 教 育 は 人 格 と 人 格 と の 接 触 で あ る

か ら 教 育 者 は 他 の 如 何 な る 者 よ り 高 き 人 格 を 必 要 と す る 」 と し 、 修 養 の 方 法 と し て 自 己 内

省 、 読 書 と 研 究 、 有 徳 有 識 の 人 に 接 す る こ と 、 宇 宙 の 大 な る 自 然 美 に 接 す る こ と を 挙 げ 、

根 本 精 神 を 極 め る こ と な く 新 説 や 新 思 潮 に な び く こ と を 戒 め て い る 。 以 後 、 第 四 章 学 校 家

庭 連 絡 上 の 欠 陥 及 其 救 済 法 、 第 五 章 教 師 交 迭 の 頻 繁 及 其 救 済 法 に 続 き 、 第 六 章 家 庭 教 養 上

の 欠 陥 及 其 救 済 法 で は 社 会 や 思 想 の 激 変 か ら 影 響 を 受 け ざ る を え な い 家 庭 に お い て そ の 中

心 を 児 童 に 移 す よ う 要 請 さ れ 、 第 七 章 社 会 及 自 然 の 悪 影 響 及 其 救 済 法 で は 社 会 か ら の 悪 影

響 は 通 俗 講 演 会 、 図 書 館 、 展 覧 会 、 青 年 会 在 郷 軍 人 会 の 指 導 に よ っ て 救 済 さ れ 社 会 改 良 が

な さ れ ね ば な ら な い と し 、 第 ８ 章 倫 理 教 育 思 潮 の 動 揺 及 其 救 済 法 で は 新 主 義 新 思 潮 の 粋 を

選 択 し 自 身 の 滋 養 分 と し て 迷 わ な い こ と が 肝 要 と し 、 第 九 章 教 育 者 の 社 会 的 地 位 の 低 下 及

其救済法では軍人官吏等とは異なる教育者特別の待遇法を考えるべきであると述べている３ ４。 

３ ）   香 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 教 授 及 訓 練 上 の 欠 陥 と 其 救 済 法 」３ ）   香 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 教 授 及 訓 練 上 の 欠 陥 と 其 救 済 法 」   

  香 川 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 の 前 身 は1889（ 明 治 22） 年 に 設 立 さ れ た 香 川 県 尋 常 師 範 学

校 に 翌 年 設 置 さ れ た 附 属 小 学 校 で あ り 、 1897（ 明 治 30） 年 に 師 範 教 育 令 に よ り 香 川 県 師

範 学 校 附 属 小 学 校 に 改 称 さ れ て い る３ ５。こ こ で は 上 記 の 感 情 の 陶 冶 に 注 力 す る 福 井 県 師 範

学 校 と は 対 照 的 な 理 性 的 判 断 力 の 訓 練 を 主 眼 と す る 修 身 教 授 の 必 要 性 が 説 か れ て い る 。  
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（ １ ） 修 身 科 教 授 上 の 欠 陥 及 其 救 済 案 に つ い て は 、 ① 修 身 教 授 は 正 し き 倫 理 観 を 定 め て

教 材 の 主 題 を 決 定 し 徳 目 の 系 統 を 定 め 、 児 童 の 理 性 の 啓 培 に 努 め る を 根 本 義 と す る が 、 今

日 の 修 身 科 の 教 授 は 感 情 の 陶 冶 に 注 力 し 倫 理 上 の 知 識 を 与 え 理 性 に 訴 え て 正 し く 判 断 す る

修 練 を 怠 っ て い る 、 ② 教 法 講 演 的 教 式 に 流 れ や す く 問 答 法 な ど 教 材 に 応 じ た 教 法 の 変 化 が



必 要 で あ る こ と 、 ③ 修 身 教 材 は 具 体 化 し 児 童 化 し て 実 践 敢 行 さ せ る こ と は 重 要 で は あ る が

実 践 敢 行 を 責 め ら れ 却 っ て 感 情 を 傷 つ け る 場 合 が あ る の で 自 己 反 省 の 手 段 が 必 要 で あ る こ

と 、 ④ 十 分 に 復 習 を す る 必 要 が あ る こ と３ ６、 を 説 い て い る 。  

（ ２ ） 訓 練 上 の 欠 陥 及 救 済 策 に つ い て は 、 ① 教 師 が 正 し き 人 生 観 を 獲 得 せ ず 漫 然 と 訓 練

せ ん と す る こ と 、 ② 訓 練 の 効 果 を 一 時 に 多 く 望 む こ と 、 ③ 訓 練 に 永 続 的 努 力 が 足 り な い こ

と 、 ④ 地 方 の 事 情 を 省 み な い 訓 練 を 施 し て い る こ と 、 ⑤ 訓 練 の 方 便 多 岐 に 失 す る こ と 、 ⑥

総 て の 教 科 の 教 授 お よ び 作 業 に 於 い て 訓 練 を 軽 視 し て い る こ と 、 ⑦ 作 法 教 授 が 様 式 に 拘 泥

し 実 用 に 遠 ざ か り 精 神 な き 取 扱 い を し て い る 場 合 が あ り 訓 練 の 実 際 と 合 い 入 れ な い こ と 、

⑧ 成 績 判 定 に 用 い ら れ る 操 行 録 や 表 彰 は 児 童 の 名 誉 心 を 挑 発 し 偽 善 行 為 を 醸 成 す る 場 合 が

あ り 、訓 練 成 績 の 判 定 方 法 が 妥 当 で な い 、と い う 。「 抑 々 訓 練 は 意 志 の 陶 冶 に あ る を 以 て 之

れ が 成 績 の 判 定 表 彰 も 其 動 機 に 立 至 り て 精 査 せ ざ る べ か ら ず 又 一 面 に 於 て 身 体 的 の 関 係 周

囲 の 状 況 を も 顧 慮 せ ざ る べ か ら ず 故 に 或 る 行 為 に 対 し て も 千 篇 一 律 の 基 準 を 以 て 律 す べ か

ら ず 必 ず や 行 為 の 動 機 、 個 性 、 体 質 周 囲 の 事 情 に よ り て 方 法 を 斟 酌 し し か も 他 児 童 を し て

不 平 の 念 を 抱 か し め ざ る 様 注 意 を 要 す 操 行 を 査 定 す る に は 徒 に 煩 雑 な る 標 準 に 拠 ら ん よ り

は 児 童 天 賦 の 個 性 、 身 体 状 況 、 周 囲 の 状 況 を 悉 皆 し て 二 三 の 大 綱 に よ り 総 合 的 に 訓 練 の 成

績 を 認 む る こ と に 注 意 せ ざ る べ か ら ず 」（ 下 線 筆 者 ）と い う 。訓 練 の 成 績 を 向 上 さ せ る に は

教 師 が 児 童 の 行 為 に つ い て 理 性 的 に 批 判 し 善 を 賞 し て 意 志 の 満 足 を 与 え ま す ま す そ れ を 助

長 す る こ と が 重 要 で あ り 、 最 終 手 段 で あ る 戒 飭 を 用 い る 場 合 に は 「 満 腔 の 愛 を 以 て そ の 非

を 悪 み て 人 を 悪 ま ざ る 精 神 を 以 て 徹 底 す る ま で 戒 飭 を 続 け ざ る べ か ら ず 」（ 下 線 筆 者 ）３ ７と

い う 。  

（ ３ ） 訓 練 上 有 効 な る 施 設 の 実 際 如 何 に お い て は 訓 練 内 容 と 校 内 校 外 の 施 設 分 類 と 留 意

点 、（ ４ ）教 育 勅 語 取 扱 上 の 意 見 如 何 で は 、教 育 勅 語 へ の 信 念 養 成 と 全 学 年 で 一 貫 し た 修 身

教 授 と な る よ う 各 学 年 の 指 導 法 が 記 さ れ て い る 。（ ５ ）例 話 取 扱 上 の 注 意 点 と し て は ① 立 場

の 明 示 、 ② 主 眼 点 の 妥 当 性 、 ③ 不 平 等 的 扱 い の 回 避 、 ④ 実 感 の 養 成 、 ⑤ 教 材 の 境 遇 化 、 ⑥

適 切 な 背 景 描 写 、 ⑦ 行 為 の 結 果 の み に 囚 わ れ な い 内 面 的 事 情 の 深 い 考 察 、 ⑧ 児 童 の 日 常 行

為 と の 間 接 的 比 較 、⑨ 礼 に 協 っ た 言 語 態 度 、⑩ 他 教 科 と の 連 絡 、の 重 要 性 が 記 さ れ て い る 。

個 人 傑 士 の 伝 記 に つ い て は 、 ① 例 話 の 性 質 に よ っ て 取 扱 い が 異 な る こ と 、 ② 独 立 的 例 話 は

当 該 人 物 に つ い て 予 め 準 備 が あ る も の に す る こ と 、 ③ 連 続 的 例 話 は 諸 徳 を 一 人 格 に 纏 め る

こ と 、 ④ 行 為 に 対 す る 判 断 力 の 養 成 、 ⑤ 公 平 な 人 物 判 断 、 ⑥ 反 面 的 行 為 は 詳 説 を 避 け る こ

と 、が 述 べ ら れ 、続 い て 皇 室 や 外 国 人 に 関 す る 事 項 の 解 説 と 、（ ６ ）作 法 教 授 の 意 見 、（ ７ ）

修 身 教 授 上 の 教 科 書 及 方 便 物 取 扱 上 の 意 見 、 が 纏 め ら れ て い る３ ８。  

４ ）   福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 科 の 成 績 考 査 及 び 操 行 査 定 の 標 準 並 に 其 方 法 」４ ）   福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 科 の 成 績 考 査 及 び 操 行 査 定 の 標 準 並 に 其 方 法 」   

福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 は 上 述 の 「 修 身 教 授 の 徹 底 せ ざ る 原 因 及 其 救 済 法 」 に 続 い て

こ こ で は 修 身 科 の 具 体 的 な 成 績 考 査 の 方 法 に 関 す る 詳 細 な 実 践 的 知 見 を 提 示 し て い る 。  

＜ 修 身 科 成 績 考 査 ＞  
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考 査 の 範 囲 と し て は 、 道 徳 的 知 識 、 道 徳 的 感 情 及 び 意 志 に 加 え て 実 効 的 方 面 を も 考 査 す



る こ と が 適 当 と さ れ て い る 。 修 身 科 の 最 終 の 目 的 は 道 徳 の 実 行 に あ り 、 修 身 科 で 教 授 さ れ

た 事 項 の 全 て が 直 に 実 行 さ れ る も の で は な い が 、 学 校 の 内 外 で 実 行 で き る こ と も 多 く 、 こ

れ ら を 考 査 す る こ と で 、 教 師 は 教 訓 に 止 ま ら ず 実 行 を 奨 励 し 、 児 童 は 知 識 の み で 実 行 が 伴

わ な け れ ば 何 の 価 値 も な い こ と 、 操 行 不 要 で 修 身 科 の 成 績 の よ い と い う よ う な 矛 盾 の な い

よ う に 教 授 の 徹 底 を 行 う こ と を 論 じ て い る３ ９。  

考 査 の 要 件 と し て は 、① 道 徳 に 関 す る 知 の 方 向（ 道 徳 上 の 理 想 手 段 及 び 事 実 理 解 と 教 得 、

道 徳 的 判 断 力 ）、② 道 徳 に 関 す る 情 意 の 方 向（ 道 徳 感 情 、道 徳 的 努 力 及 び 工 夫 、道 徳 的 決 意 ）、

③ 道 徳 に 関 す る 実 行 方 面 （ 修 身 科 に 於 け る 実 行 方 面 、 修 身 科 に お け る 訓 練 的 実 行 方 面 、 そ

の 他 校 内 で の 一 般 訓 練 実 行 の 方 面 、 家 庭 や 社 会 に 於 け る 言 行 ） が 記 さ れ て い る４ ０。  

考 査 の 方 法 と し て は 、 ① 道 徳 に 関 す る 知 の 方 面 （ 筆 答 考 査 と 口 答 考 査 、 理 想 ・ 事 実 ・ 手

段 の み な ら ず 可 成 的 判 断 力 に 訴 え る も の を 含 む こ と ）、② 道 徳 に 関 す る 情 意 の 方 面：筆 答 考

査 （ 如 何 に 感 じ た か 、 修 徳 上 如 何 に 工 夫 し た か 、 如 何 に 実 行 し つ つ あ る か 、 如 何 に 実 行 し

よ う と す る の か ）、 口 答 考 査 （ 教 授 中 と そ の 他 の 場 合 に 於 い て ）、 態 度 傾 向 の 観 察 （ 感 情 や

意 志 の 実 現 状 況 ）、③ 作 法 に 関 す る 方 面（ 筆 答 考 査 、口 頭 考 査 、実 行 、日 常 座 作 進 退 の 観 察 ）、

④ 道 徳 に 関 す る 実 的
マ マ

行 方 面 ： 学 校 内 外 で の 観 察 （ 各 教 科 授 業 中 、 休 憩 時 間 、 諸 種 の 作 業 、

上 校 下 校 の 途 中 、遠 足 、運 動 会 、校 下 巡 視 で の 観 察 、日 誌 、反 省 録 に よ る 考 察 ）、家 庭 で の

状 況 調 査 （ 家 庭 訪 問 、 家 庭 に 対 す る 照 会 、 父 兄 懇 談 会 等 ）４ １。  

＜ 操 行 査 定 ＞  

操 行 査 定 の 定 義 を 福 井 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で は 広 義 に 解 し 、 凡 そ 小 学 校 教 育 の 結 果 と

見 な し 、 操 行 査 定 に は 児 童 の 品 性 、 行 為 、 感 情 及 び 知 能 の 結 果 、 即 ち 全 人 格 を 考 察 す る も

の と し て い る 。操 行 査 定 の 方 法 は 、① 品 性（ 個 性 の 調 査 に よ る ）、② 行 為（ 修 身 科 と 同 様 ）、

③ 知 能 （ 個 性 の 調 査 に よ る ） の 各 方 面 か ら 構 成 さ れ て い る４ ２。  

操 行 査 定 の 標 準 及 び 評 価 と し て は 、 ① 甲 は 「 道 徳 的 品 性 の 基 礎 成 り 、 行 為 善 良 に 、 且 善

行 を な さ ん と す る 努 力 を 有 せ る も の に し て 、 他 生 の 模 範 と な す に 足 り 、 将 来 有 為 の 人 物 と

認 む べ き も の 及 び こ れ に 近 き も の を 上 と し 、甲 の 評 説 を 以 て 表 わ す 」、② 乙 は「 品 性 、行 為

共 に 普 通 に し て 、知 能 甚 だ し く 劣 等 な ら ざ る も の を 中 と し て 乙 の 評 語 を 以 て 表 わ す 」、③ 丙

は 「 品 性 の 基 礎 薄 弱 に し て 、 不 良 な る 行 為 あ る も の は 、 知 能 普 通 以 上 な る も 、 こ れ を 下 と

し 、 丙 の 評 語 を 以 て 表 わ す 」４ ３。  

児 童 に 望 む 操 行 程 度 と し て は 、 尋 常 第 一 ・ 二 学 年 で は 「 父 母 の 命 令 、 禁 止 に 従 順 な る を

要 す 。 但 し 其 従 順 た る や 盲 目 的 に し て 、 自 己 の 判 断 に 基 づ け る こ と 少 く 、 又 其 の 行 為 た る

や 、 一 時 的 に し て 、 容 易 に 習 慣 と な ら ざ る は 止 む を 得 ざ る こ と と す 」 と し 、 尋 常 第 三 ・ 四

学 年 で は 「 他 律 的 な る 父 母 、 教 師 の 指 導 に よ る こ と 少 く 漸 次 自 省 的 な る を 要 す 。 又 、 父 母

教 師 に 対 す る 服 従 に も 自 己 の 判 断 の 加 わ る を 要 す 」 と し 、 尋 常 第 五 ・ 六 学 年 で は 「 自 ら 道

徳 を 愛 好 し て 、 こ れ を 行 う 如 き 理 性 の 域 に は 達 す る こ と 難 け れ ど も 、 其 の 行 為 、 自 律 的 な

る を 要 す 」 と い う４ ４。  
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操 行 査 定 上 の 注 意 と し て は 、 ① 児 童 の 発 達 の 程 度 を 斟 酌 し 一 様 の 要 求 を し な い こ と 。 ②



児 童 の 発 達 段 階 を 考 慮 し 、 将 来 独 立 自 営 し 国 運 の 発 達 と 世 界 の 進 歩 に 多 大 な 貢 献 を な す 人

物 を 目 標 と し て 消 極 的 な 行 状 よ き も の と 区 別 す る こ と 。 ③ 操 行 査 定 の 標 準 は 具 体 的 表 現 が

困 難 な た め 教 師 の 直 覚 に よ る 認 定 を 重 ん ず る こ と 。 ④ 児 童 の 従 前 の 歴 史 を 鑑 み 、 進 歩 が 顕

著 な 場 合 は 特 に 斟 酌 し て 評 価 を 付 加 す る こ と 。 同 一 評 価 の 場 合 も 優 等 の 積 極 的 奨 励 の 語 を

付 加 す る こ と 。 ⑤ 操 行 の 学 年 成 績 は 一 学 年 の 平 均 で は な く 学 年 末 現 在 の 成 績 に よ る こ と 。

⑥ 操 行 は 当 該 学 級 に 関 係 す る 教 師 の 協 議 に よ っ て 査 定 し 、 甲 と 丙 の 該 当 者 は 職 員 会 議 で 決

定 す る こ と 。 ⑦ 操 行 不 良 な 児 童 に 対 し て は 常 に 注 意 し 改 善 を 促 し 、 各 学 年 末 に 於 い て は 特

に 保 護 者 を 呼 び 指 導 方 法 に つ い て 熟 議 し な け れ ば な ら な い４ ５、 と い う 。  

＜ 個 性 調 査 ＞  

  個 性 調 査 は 主 と し て 教 育 の 手 段 で あ る が 、 そ の 結 果 を 総 合 し 、 性 意 の 傾 向 の 善 悪 、 知 能

の 鋭 鈍 、身 体 発 育 の 良 否 を 認 め る た め に 参 考 に さ れ る 。個 性 は 、「 個 人 の 精 神 並 に 身 体 の 先

天 的 及 び 後 天 的 の 特 質 」４ ６と 定 義 さ れ る 。個 性 調 査 の 標 準 は 、精 神 、身 体 、家 庭 及 び 社 会 、

指 導 の 要 点 か ら 構 成 さ れ 、 精 神 は 知 能 、 情 意 、 注 意 、 行 動 、 言 語 、 そ の 他 の 特 質 か ら 構 成

さ れ て い る 。 広 義 の 知 能 は 、 知 能 （ 知 覚 型 式 の 如 何 、 記 憶 力 、 想 像 力 思 考 力 、 等 の 強 弱 観

察 模 倣 、 工 夫 、 発 明 、 応 用 等 の 諸 能 力 の 如 何 ） と 学 業 成 績 （ 学 級 中 の 位 置 、 最 長 最 短 の 教

科 、最 好 悪 す る 教 科 ）か ら 構 成 さ れ 、同 様 に 情 意（ 正 直・虚 言・温 厚・憤 怒・従 順・快 活 ・

沈 鬱・大 胆・臆 病・親 切・同 情・不 親 切・勤 勉・怠 惰・嫉 妬・残 酷・軽 薄 等 ）、注 意（ 集 中 、

散 漫 、転 換 に 関 す る 特 徴 ）、行 動（ 活 発 、遅 鈍 、静 粛 、粗 野 、沈 着 、軽 率 等 ）、言 語（ 明 瞭 、

渋 滞 、 急 調 、 温 雅 、 野 卑 、 吃 吶 、 饒 舌 等 ）、 そ の 他 が 加 わ っ て い る４ ７。  

  身 体 に つ い て は 、発 育 状 態 、健 康 状 態 、疾 患（ 諸 機 関 の 故 障 、殊 に 目 と 耳 と の 特 質 ）、態

度 や 運 動 の 特 質（ 姿 勢 、外 貌 、動 作 ）か ら 検 討 さ れ 、家 庭 及 び 社 会 に つ い て は 住 所 、職 業 、

父 母 ・ 祖 父 母 ・ 兄 弟 ・ 姉 妹 の 有 無 及 び そ の 気 質 の 特 徴 、 生 活 状 態 、 家 の 歴 史 の 特 質 、 四 隣

状 況 、 朋 友 （ 親 友 の 氏 名 及 そ の 特 徴 ） が 含 ま れ て い る 。 さ ら に 指 導 の 要 点 と し て ① 矯 正 又

は 助 長 す べ き 点 、 ② 将 来 適 当 な る 生 業 等４ ８が 加 わ っ て い る 。  

  調 査 方 法 に つ い て は 学 校 内 外 で の 児 童 の 観 察 、 児 童 及 び 家 庭 調 査 を 行 い 、 観 察 調 査 し た

事 項 は 年 ２ 回 、教 育 日 誌・学 校 日 誌・学 級 訓 練 簿 を 参 照 し て 観 察 簿 に 記 入 す る４ ９と さ れ た 。  

５ ）   そ の 他５ ）   そ の 他   

   同 誌 に は 次 の 五 つ の 論 稿 も 掲 載 さ れ て い る 。 静 岡 県 女 子 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 修 身 科 教

材 （ 童 話 、 寓 話 、 仮 作 話 、 歴 史 的 実 話 、 説 明 的 実 話 、 偶 発 事 項 、 訓 辞 、 格 言 ） 取 扱 法 の 研

究 」、 静 岡 県 師 範 学 校 附 属 小 学 校 「 高 等 科 第 一 ・ 第 二 ・ 第 三 学 年 修 身 科 の 研 究 」、 三 重 県 師

範 学 校 附 属 小 学 校「 修 身 科 教 授 の 実 際 的 要 領 」、広 島 県 三 原 女 子 師 範 学 校 附 属 小 学 校「 我 が

校 作 法 教 授 の 方 針 」、 静 岡 県 女 子 師 範 附 属 小 学 校 「 作 法 教 授 の 研 究 」 で あ る 。  

４ ．   お わ り に４ ．   お わ り に   
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  以 上 、『 帝 国 教 育 』臨 時 増 刊 号『 小 学 教 育 の 最 新 研 究 』に 掲 載 さ れ た 附 属 小 学 校 で の 四 つ

の 実 践 研 究 を 検 討 し て き た 。 こ こ で 明 ら か に な っ た の は 、 当 時 の 修 身 教 育 の 究 極 の 目 的 と

な り 教 材 の 中 核 と な っ て い る 教 育 勅 語 と 天 皇 皇 族 に 関 す る 教 授 内 容 は 、 民 主 社 会 に お い て



は 殆 ど 無 意 味 な 内 容 で あ り 、 人 権 意 識 の 欠 如 等 、 今 日 的 視 点 か ら 重 大 な 問 題 を 含 む 道 徳 教

育 の 内 容 で あ る こ と は い う ま で も な い 。 し か し な が ら 、 そ う し た 内 容 的 限 界 を 含 み な が ら

も 、 児 童 の 個 性 や 自 発 性 へ の 配 慮 等 、 そ れ 以 前 の 注 入 主 義 的 な 教 育 方 法 に は 見 ら れ な い い

く つ も の 貴 重 な 実 践 的 知 見 が 提 示 さ れ て い る 。  

  こ こ に 記 さ れ た 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 修 身 科 の 教 育 実 践 は 、 最 終 的 に は 実 行 実 践 が 目

指 さ れ て い た 点 で は 共 通 し て い る が 、 道 徳 指 導 の 強 調 点 を 知 情 意 の い ず れ に お く か に よ っ

て 多 様 で あ り 、 相 互 に 矛 盾 に 満 ち た も の で あ っ た 。 一 方 、 そ れ 以 前 の 徳 目 注 入 主 義 を 克 服

す る 児 童 の 自 発 性 や 情 緒 や 意 志 の 陶 冶 に 向 け た 児 童 中 心 主 義 的 な 配 慮 や 工 夫 が 随 所 に 表 明

さ れ 、 教 員 自 ら の 日 常 の 経 験 知 に 基 づ く 児 童 の 発 達 段 階 が 提 示 さ れ る と 共 に 、 そ れ を 顧 慮

し た 指 導 が 推 奨 さ れ て い た 。 さ ら に 道 徳 教 育 の 評 価 に 関 す る 今 日 的 な 困 惑 に 貴 重 な 示 唆 と

な る 成 績 査 定 や 個 性 調 査 に 関 す る 工 夫 や 配 慮 も 提 示 さ れ 、 よ き 道 徳 実 践 に 向 け た 作 法 教 授

等 の 訓 練 的 指 導 に よ る 習 慣 化 の 意 義 も 力 説 さ れ て い る 。 こ う し た 小 学 校 段 階 に お け る 道 徳

指 導 は 、 エ リ ー ト も 非 エ リ ー ト も 包 摂 す る 全 国 民 的 な 修 養 の 「 型 」 の 形 成 の 基 盤 と な っ て

い た 。  

こ れ ら を 記 し た 附 属 小 学 校 の 教 員 は 21 世 紀 に 生 き る 我 々 の よ う な 教 育 学 や 教 育 心 理 学

等 の 教 育 科 学 を 学 ん で い る わ け で は な い も の の 、 同 僚 と 共 に 自 ら の 教 育 実 践 に 反 省 的 分 析

を 加 え 、 試 行 錯 誤 の 中 で 自 ら の 実 践 智 を 生 み 出 し そ れ を 鍛 え て い っ た 。 こ う し た 実 践 智 は

後 の 世 代 の 継 承 と 学 問 的 洗 練 に よ っ て 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。 本 稿 で 分 析 し た 大 正 期

の 師 範 学 校 附 属 小 学 校 で の 道 徳 指 導 法 に 関 す る 実 践 研 究 の 記 録 は 、 そ の 欠 陥 や 限 界 と 共 に

我 々 が 学 ぶ べ き 豊 か な 実 践 智 の 萌 芽 を 示 し て い る 。  
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